
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠赤外線の照射により穀粒の内部を加温して水分を表面に移行させ、かつ穀粒の表面に
対する通風により穀粒の表面から水分を蒸発させて穀粒を乾燥する穀粒乾燥装置であって
、穀粒が散粒状ないし薄層状に流動する部位に、乾燥の熱源となるバーナを備えた遠赤外
線放射体を設け、この遠赤外線放射体から排出される燃焼排熱気と外気との熱交換器を、
穀粒の流動層に外気を吸引流通させる吸引風路に設けて、穀粒の流動層に加温外気を吸引
流通させるように構成

したことを特徴とする穀粒乾燥装置。
【請求項２】
　遠赤外線放射体から排出される燃焼排熱気と外気との熱交換器は、燃焼排熱気と外気と
の熱交換比率の制御機能を備えていることを特徴とする請求項１記載の穀粒乾燥装置。
【請求項３】
　乾燥機本体の上段に穀粒貯留槽、中段に通風乾燥部、下段に穀粒取出槽をそれぞれ設け
、穀粒貯留槽に貯留した穀粒を通風乾燥部、穀粒取出槽、穀粒貯留槽の経路で循環流動さ
せながら乾燥する穀粒乾燥装置において、穀粒取出槽内に、通風乾燥部から散粒状ないし
薄層状に流下する穀粒に遠赤外線を照射する遠赤外線放射体を設け、この遠赤外線放射体
は乾燥の熱源となるバーナを備えており、前記通風乾燥部に外気を吸引流通させる吸引風
路には遠赤外線放射体からの燃焼排熱気と外気との熱交換器を設けて、通風乾燥部を流下
する穀粒層に加温外気を吸引流通させるように構成
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したことを特徴とする穀
粒乾燥装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、遠赤外線の照射による加温と加温風の通風により穀粒を乾燥する穀粒乾燥装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　乾燥機本体の上段に穀粒貯留槽、中段に通風乾燥部、下段に穀粒取出槽をそれぞれ設け
、穀粒貯留槽に貯留した穀粒を通風乾燥部、穀粒取出槽、穀粒貯留槽の経路で循環流動さ
せながら通風乾燥部で通風乾燥する穀粒乾燥機は、特開平９－１１３１４０号公報に記載
されており、この穀粒乾燥機においては、通風乾燥部の乾燥通路を流下する穀粒に、遠赤
外線を照射することにより、通風による乾燥に遠赤外線による乾燥を併用している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　前掲の特開平９－１１３１４０号公報に記載されている穀粒乾燥機においては、遠赤外
線放射体に備えたバーナの燃焼排熱気をそのまま熱風室に導入して乾燥熱風を生じさせる
ことにより、バーナの熱利用の無駄をなくし、熱熱効率の向上を図っている。
【０００４】
　しかしながら、遠赤外線放射体から排出される燃焼排熱気をそのまま熱風室に導入して
乾燥熱風の熱源とすると、熱効率が向上する反面、乾燥熱風に燃焼排気が多く含まれるの
で、乾燥穀粒に燃料の臭いがつきやすく、また、遠赤外線放射体からの燃焼排熱気は、温
度が高く乾いた熱風であるから、それを穀粒に浴びせると、穀粒の表面にヒビ割れを起こ
させる原因となり、乾燥穀粒の品位低下につながることが判明した。
【０００５】
　穀粒を高品位にしかも比較的短時間で効率よく乾燥するには、穀粒の内部から水分を表
面に移行させ、表面の水分を通風によって放散させる、いわゆるフレンドリー方式が提案
されているが、穀粒に遠赤外線を照射することは、穀粒を内部から暖めて、水分を表面に
移行させるうえで、たいへん有効である。そして、穀粒の表面に水分が移行すると、比較
的低温の風を浴びせるだけで水分を放散させることができるので、乾燥穀粒を高品位に仕
上げるには、比較的低温の通風を行うことと、それがあまりに乾き過ぎず外気に近い湿度
を保っていることが、表面の乾燥し過ぎを無くしヒビ割れを防止するうえで有効である。
【０００６】
　そこで、本発明は、遠赤外線の照射により穀粒の内部を加温して水分を表面に移行させ
、かつ穀粒の表面に対する通風により穀粒の表面から水分を蒸発させて穀粒を乾燥する穀
粒乾燥装置であって、穀粒が散粒状ないし薄層状に流動する部位に、乾燥の熱源となるバ
ーナを備えた遠赤外線放射体を設け、この遠赤外線放射体から排出される燃焼排熱気と外
気との熱交換器を、穀粒の流動層に外気を吸引流通させる吸引風路に設けて、穀粒の流動
層に加温外気を吸引流通させるように構成

したことにより、被乾燥穀粒に、
燃焼排熱気を含まない清浄で、しかも燃焼熱気のように乾き過ぎない外気に近い湿度を保
った温風を通風して、異臭の付着などがないうえ、表面の乾燥し過ぎを無くしヒビ割れを
生じさせずに乾燥することができる穀粒乾燥装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明の請求項１に係る穀粒乾燥装置は、遠赤外線の照射に
より穀粒の内部を加温して水分を表面に移行させ、かつ穀粒の表面に対する通風により穀
粒の表面から水分を蒸発させて穀粒を乾燥する穀粒乾燥装置であって、穀粒が散粒状ない
し薄層状に流動する部位に、乾燥の熱源となるバーナを備えた遠赤外線放射体を設け、こ
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の遠赤外線放射体から排出される燃焼排熱気と外気との熱交換器を、穀粒の流動層に外気
を吸引流通させる吸引風路に設けて、穀粒の流動層に加温外気を吸引流通させるように構
成

したことを特徴とするものである。
【０００８】
　本発明の請求項２に係る穀粒乾燥装置は、請求項１の構成において、遠赤外線放射体か
ら排出される燃焼排熱気と外気との熱交換器は、燃焼排熱気と外気との熱交換比率の制御
機能を備えていることを特徴とするものである。
【０００９】
　本発明の請求項 に係る穀粒乾燥装置は、乾燥機本体の上段に穀粒貯留槽、中段に通風
乾燥部、下段に穀粒取出槽をそれぞれ設け、穀粒貯留槽に貯留した穀粒を通風乾燥部、穀
粒取出槽、穀粒貯留槽の経路で循環流動させながら乾燥する穀粒乾燥装置において、穀粒
取出槽内に、通風乾燥部から散粒状ないし薄層状に流下する穀粒に遠赤外線を照射する遠
赤外線放射体を設け、この遠赤外線放射体は乾燥の熱源となるバーナを備えており、前記
通風乾燥部に外気を吸引流通させる吸引風路には遠赤外線放射体からの燃焼排熱気と外気
との熱交換器を設けて、通風乾燥部を流下する穀粒層に加温外気を吸引流通させるように
構成

したことを特徴とするものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る穀粒乾燥装置の一部を破断して示す斜視図、図
２は図１の要部の平断面図、図３は本発明の第２の実形の形態に係る穀粒乾燥装置の一部
を破断して示す斜視図、図４は本発明の第３の実施の形態に係る穀粒乾燥装置の縦断正面
図、図５は同上平断面図である。
【００１１】
　図１および図２において、１は乾燥機本体であって、乾燥機本体１の上段には穀粒貯留
槽２が、中段には通風乾燥部３が、さらに下段には穀粒取出槽４がそれぞれ設けられてい
る。穀粒取出槽４の下部にはその前後方向全長にわたる穀粒搬出コンベア５が設けられて
おり、穀粒搬出コンベア５と穀粒貯留槽２の上部の上部コンベア（図示せす）間は昇降機
（図示せず）によって連絡されていて、穀粒搬出コンベア５、昇降機および上部コンベア
を介して、穀粒貯留槽２、通風乾燥部３、穀粒取出槽４、穀粒貯留槽槽２の経路で穀粒が
循環されるように構成されている。
【００１２】
　上記通風乾燥部３は通気壁により形成された複数の乾燥通路６をなしていて、その乾燥
通路６を構成する熱風供給胴は、熱風供給室７に連通し、排風胴は排風室８に連通してお
り、排風室８には吸引送風機９が備えられている。
【００１３】
　穀粒取出槽４は、その上部両側から穀粒搬出コンベア５の搬送樋にかけて傾斜する流穀
板１０と両側壁１１とで囲まれて形成されている。
【００１４】
　穀粒取出槽４内には、遠赤外線放射体１２が配設されており、この遠赤外線放射体１２
は、穀粒取出槽４の前後方向略全長にわたる円筒形のものである。この遠赤外線放射体１
２から放射される遠赤外線は、通風乾燥部３の乾燥通路６から繰出ロール１３の回転によ
り繰り出されて、流穀板１０面上を穀粒が散粒状ないし薄層状に流下する穀粒に照射され
る。遠赤外線放射体１２の一端には、ガンタイプのバーナ１４の炎熱放射筒１５が軸心に
臨ませてあり、遠赤外線放射体１２の他端に排気筒１６が軸心に接続されている。この排
気筒１６は熱風供給室７内に設けた熱交換器１７に接続されており、熱交換器１７の排出
側は排風室８内に開口している。この熱交換器１７は、遠赤外線放射体１２からの排熱気
と吸引送風機９の吸気作用によって吸入される外気との熱交換をするものである。
【００１５】
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　遠赤外線放射体１２に設けてあるバーナ１４は、乾燥の所要熱源、すなわち遠赤外線の
放射と温風を生じさせるための全熱量を満たすものである。熱交換器１７は排熱気と外気
との熱交換比率を制御する機能を備えている。
【００１６】
　図３に示す本発明に係る第２の実施の形態においては、熱交換器１７の排出側を連通ダ
クト１８によりバーナ１４の吸気側に接続している。この構成によれば、バーナ１４、遠
赤外線放射体１２、排気筒１６、熱交換器１７、連通ダクト１８およびバーナ１４の環状
経路で燃焼熱気が循環するので、熱効率が向上する。なお、その他の構成は、図１および
図２に示すものと同等であり、同構成部位には同符号を付して重複説明を避けることとす
る。
【００１７】
　図４および図５に示す本発明の第３の実施の形態においては、熱交換器１７の排気側に
延長ダクト１９を接続して、この延長ダクト１９を排風胴内を通して排風室８に開口させ
ている。したがって、この構成によれば、遠赤外線放射体１２からの排熱気が排風室８に
直接導かれて吸引排風機９により排出される。なお、その他の構成は、図１および図２に
示すものと同等であり、同構成部位には同符号を付して重複説明を避けることとする。
【００１９】
　本発明に係る穀粒乾燥装置によれば、遠赤外線放射体１２により被乾燥穀粒に遠赤外線
を照射することにより、穀粒の内部を比較的短時間に加温して水分を表面に移行させ、か
つ被乾燥穀粒の表面に対する通風により被乾燥穀粒の表面から水分を速やかに蒸発させて
被乾燥穀粒を比較的短時間で効率よく乾燥することができる。そして、被乾燥穀粒には、
燃焼排熱気を含まない清浄で、しかも燃焼熱気のように乾き過ぎない外気に近い湿度を保
った温風を通風することができるので、異臭の付着などがないうえ、表面の乾燥し過ぎを
無くしヒビ割れを生じさせずに乾燥することができる。また、熱交換器１７における熱交
換比率の制御によって、遠赤外線の照射量に左右されることなく温風の温度を適切に制御
することができるので、乾燥の過程における遠赤外線の照射量と温風の温度の適切な制御
が可能であって、被乾燥穀粒の品種や性状、初期水分などの条件、また乾燥穀粒の希望仕
上がり状態の選択等に応じて、高速でしかも高品位の乾燥を実現することができる。
【００２０】
【発明の効果】
　本発明 によれば、遠赤外線の照射により穀粒の内部を加温して水分を表
面に移行させ、かつ穀粒の表面に対する通風により穀粒の表面から水分を蒸発させて穀粒
を乾燥する穀粒乾燥装置であって、穀粒が散粒状ないし薄層状に流動する部位に、乾燥の
熱源となるバーナを備えた遠赤外線放射体を設け、この遠赤外線放射体から排出される燃
焼排熱気と外気との熱交換器を、穀粒の流動層に外気を吸引流通させる吸引風路に設けて
、穀粒の流動層に加温外気を吸引流通させるように構成

したことにより、被
乾燥穀粒に、燃焼排熱気を含まない清浄で、しかも燃焼熱気のように乾き過ぎない外気に
近い湿度を保った温風を通風して、異臭の付着などがないうえ、表面の乾燥し過ぎを無く
しヒビ割れを生じさせずに乾燥することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態に係る穀粒乾燥装置の一部を破断して示す斜視図で
ある。
【図２】　図１の要部を示す平断面図である。
【図３】　本発明の第２の実形の形態に係る穀粒乾燥装置の一部を破断して示す斜視図で
ある。
【図４】　本発明の第３の実施の形態に係る穀粒乾燥装置の縦断正面図である。
【図５】　本発明の第３の実施の形態に係る穀粒乾燥装置の平断面図である。
【符号の説明】
　１　乾燥機本体
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　２　穀粒貯留槽
　３　通風乾燥部
　４　穀粒取出槽
　５　穀粒搬出コンベア
　６　乾燥通路
　７　熱風供給室
　８　排風室
　９　吸引送風機
　１０　流穀板
　１１　両側壁
　１２　遠赤外線放射体
　１３　繰出ロール
　１４　バーナ
　１５　炎熱放射筒
　１６　排気筒
　１７　熱交換器
　１８　連通ダクト
　１９　延長ダクト
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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